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1.さ つみ遺跡           .

さつみは飯田市上飯田羽場 8区 902～ 908番地 を中心 とした地帯である。円悟沢井 が幅 20"、 深

さ 5π の谷 をな して東流 している右岸の台地上 に立地 してお り、海抜540π である。

ここは 1日 円1吾沢井の作 った微かな扇状地 _上 に立 J也 している。 したがって古い時代 には じば しば 1日

円悟 沢井の氾濫 した所であると考えられる。今 日 1～ 2・ の東面 した緩傾斜地 となっている。

円悟 沢井 は平安時代 末期 の開

さ くと推定 され るが (1)こ の井

の設 け られ る前 に も4ヽ さいが河 
・

が あ ったの を利用 した ものであ

る。飯 田松 川の作 った古 い段丘

面 (そ れ は平坦 な正 永寺 原 で、

その先端 に元 山 白山社 があ る )

と風 越 山 中の一峰正 永寺 山の麓

に発達 した新 ら しい扇状地の間

を,充れ
‐
下った Jヽ さい川|が あ った。

その流路へ 人工 の円悟 沢井 を落

した もの であ る。 それ で もとの

小 川 を筆 者 は旧円悟 沢井 と名づ

けた次 第 であ る。

本遺 跡 の西北 300π の湯渡遺

跡 は、 古 くよ りよ く知 られ た

縄文早 。前 。中 。後晩期  よ り

弥生時代・須恵時代にかけての   さつみ 。古屋垣外遺跡図 (図 1)1さ つみ  2古 屋垣外
遺跡 であ り、特 に縄文後期土器の出土が多ぃ。o) また本遺跡の東北 300π の方角東 よりは弥生式
時代の住居 llLが発見され佐藤甦信 。木下平八郎 らによって調査 された。 また前述の元山白山社 は北

に1535π の風越山の頂上 を仰 ぐ位置にあ り、古社 と考 えられ、その社前あた りは早 く開けた古水田

地帯 であると考えられる。3) また鎌倉時代の東山道 はこのあた りを通過 したとも推測せ られる。
1.筒 井  泰蔵  飯田台地の水利、伊那  1968-5月
2 長野教育委員会 新産都市等開発地域埋蔵文化財緊急分布調査報告書

日召和 4 1`■ 度

3.1に 同 じ

調査 員

遮那藤麻 呂

木下平八郎

土屋 長久

今村 善興

宮沢 恒之

伴  信夫

長 野 県考古学会 員

日本 考古学協会 員

長野 県考古学 会 員
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2.古 屋垣外遺跡

古屋垣外遺跡 は飯田市上飯田6585番地 、通称丸山 4区 にあ り、海抜540"。 2° ～ 3・ の傾斜 を

もつ押洞川 (た るの沢 ともい う)の扇状地の端 に立地 している。遺跡のす ぐ西に山の田井 が流れて
いて川底 との比高 4"で ある。風越山の一峰虚空蔵山 (1113")を す ぐ西北 に仰 ぐ地 で川岸の小台
地 ともいうべ き地である。

山の田井 とは筆者が仮につけた名称で、土地の人に問 うて もはっきりした川の名 も聞 くことがで

きなか った。ただ地形的 にみれlFIP洞 川の扇状地 とその西の滝の沢の扇状地の中間の裾合の低地 で、

両方の扇状地上 を流れる小流 (い ずれ も灌漑用水 となっている)の 落 ち水が集 って流下 していると
いう川で、本遺跡のす ぐ下 で滝の沢川に合流 している。筒井氏によれば丸山地籍 で最 も早 く水田化

された地域 である。(D

本遺跡の対岸山の田井 を距てた小字堤地籍 よりは弥生式土器 。土師器・須恵器が発見されてお り121

また本遺跡の東方300"の 二つ見堂 よりも筆者は弥生式土器 を発見 している。o けだ し虚空蔵山麓
に発達 した扇状地末端の水流 を利用 して早 くより農耕がは しまっていたことを物語 っている。

本遺跡の北方 に城山があ り、近 くに宿の地名 を残 してお り、伝承ではあるが飯田郷開発の主近藤六

郎周家の居宅跡 というの も近 い点 よりみて中世的 なにおいの強い地帯 で もある。

1.筒 井  泰蔵  飯田台地の水利

伊那  1967-12月 号

2.長 野県教育委員会  中央道建設地域内埋蔵文化財緊急分布調査報告書
昭和 42年 度

3.長 野県教育委員会  新産都市等開発地域内埋蔵文化財緊急分布調査報告書
昭和 41年度

II

l.さ つみ遺跡

中央道遺跡発掘調査が長野県で最初 に行 な

われるよになったのが飯田市上飯田さつみ、

古屋垣外の 2遺跡 である。 3月 3日  本調査
のために長野県中央道遺跡調査会が組織 され、

調査団が結成 された。

3月 4 日 :こ 準備 にかか り、 5 日には前夜か

らの25"の 積雪 と遺跡 を埋めていた枯草 を除

去す るためブル トーザーによって 2遺跡の表

土 を排除する。

3月 6日  さつみ遺跡 に 2"× 2"の グリ
ントを設定 をする。道路公団 との調査契約 に

よると、さつみ遺跡は トレンチエ法による部
グリッ ト杭打 ちを終 えたさつみ遺跡 (写真 1)

分発掘 で全面積約 14∞ n3の 中 5分の 1の調 査 に とど まるこ とにな ってお り遺構 を確 認 し、 この調 査

結果 に よって再 契約 をす る とい う変 則的 な調査 で あ る。
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過経査調

グリッ ト設定 は路線 を横切 る道路の南西側

を I調査区 とし、 a～ k列 、 1-27列 の グリ

ッ トで、道路の北東側 をΠ調査区 とした a～

k列 、 1～ 8グ リッ トを設定 した。

3月 7日 、さつみ遺跡において神事 による

鍬入式 を行ない、いよいよ I調査区 より発掘

調査 に とりかかった。

第 I調査区

I区の調査 に12日 までの 6日 間 を要 した。

さつみ遺跡の地層は少な くとも2-3回 の風

越山山麓の山崩れによる砂 をかぶ り、各 グリ

ッ トにより層位 を異に している。砂の堆積 も 2"離 れたグリッ トで全 く違 った様相 を示 してお り、

砂の堆積層が 1層 だけの ところ、 2～ 3層 の ところがあり、遺構 は砂層 を切 って黒土層のおちこみ

をもつ もの、砂層の下 に遺構 をもつ ものがあ り、その遺物 は時代的に同 じとみ られるという状態 で

調査 に苦労 した。

調査 はグリッ トの第 1列 より、 3列 、 5列一一の順 に一つ とびに掘 りすすめたが、地層の複雑 さ

のためは じめは遺構 を掘 りこみ、その一部 を破壊する不手 ぎわを犯すこ ともあ った。 k3に 1号住

居址・ b3・ d3に 2号住居址 をようや くに して確認 した ものである。

地層 についてはっきりするに従い遺構の検出 も適確 にな り、 a9・ c9に 4号住居址 を検出 し、
a9に 中世火葬墓 を、 a5に 円形土拡 を発見 し、つ ぎつ ぎに遺構 を検出 した。

調査 を a、 bの縦列から 1、 2の横列 に も拡め ると同時 に a列の北西側 に墳墓群の存在が予想 さ

れ  m、 n、 。列 グリッ トを設定調査する。 この増設 グリッ ト1-15列 には宋銭 を伴 う火葬墓が発

見され、中世 火葬墓群、近世 火葬墓群 Iの存在が確かめ られた。

g19。 i19に住居址 5号が検出され、 1列 21-25に は周構 ともみられ る溝が検出 され、 これは、
II調査区で i列 に連がることがわか った。 また23～ 25列 には宋銭 をもつ火葬墓や土紘 が検山され、

ここに墳墓群 Ⅱの存在が確かめ られた。 I調査区発掘調査 グリッ ト数52である。

第Π調査区

3月 12日 より調査にかか り15日 までさつみ遺跡 を完了させる。 34グ リッ トについて調査 を行 な う

が遺構の関係 で 1部 は部分発掘 で終 るもの もあった。縦 は a、 c、 e――例 、横 は奇数列 と一つ と

びに調査することに した。

は じめの a・ c列 を掘 り、 al、 clに 立石及び古銭 を伴 う火葬墓 を検出 し、 4・ 5列 に住居址

を発見、住居址のプランを見 るため全面発掘 をし、 6号住居址 (土師 )と する。ついで e・ g列 を

調査各 グリッ トに土城 、火葬墓 をもち e7に 7号住居址の 1端 を検出 d8・ f8と f9、 e9の 上

部 を掘 り住居址 プランをさ ぐった。 e5、 glに は砂層下部145の の黒土層に炭 を含み調査す る。
e5に は土拡 をもつが遺物 はな く、遺構 もみ られなかった。
iダリには I調査区から続 く溝があ り、さらに東に向 う溝 を k3で 発見する。 2列 を最後に調査 し

宋銭 2個 と火葬墓 2を 検出す る。発掘 グリッ ト35、 この調査区で検出された火葬墓、土拡 が19基 、

住居址 2個、この全区域 に遺構が存在するもの とみ られた。

鍬 入 れ 式  (写真 2)
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2.古 屋垣外遺跡
3月 17日 午前中さつみ遺跡より器材運搬、発掘準備 をなし、グリットの設定 をする。 2"× 2"

の グリットを経に a～ f列 、横に 1-20列 を設け、 a列に平行 して 2"× 20"の トレンチを西側に

設定する。

公団との契約によると44n8に なっていたが実際面積は5202'あ り、このため遺構の存在をたしかめ

て調査をすすめることにした。午後より調査にとりかかるが、地層はさつみ遺跡 と同様で氾濫堆積

の砂層がいり混 り、調査に苦労する。 al, 3と a5に 住居址壁面 と床面 を検出 し、拡張 して掘 り

あげる。弥生後期住居址 1・ 2号 とする。 2号住居址の上部に a、 bの境に列石があり近世
の新 し

い陶器片を伴出するのが遺構 とみるより、畑の石を集めて埋めたも
のとみられるもの と考えられた。

これと同 じ線上に b9・ b10に列石があり陶器片を伴出する同 じ性格のものとみられた。

d3-d7に 列石があ り、前記 と同 じもの

とみて調査 したが、これは径 60●
‐位の円形に

拳大の石 を積み上げた独立 したもの となり、

さらに調査 をすすめ、火葬墓群 であることを

確認 した。 C3に は 2つ の土城 を、 C5に は

石 を並べ る形態の火葬墓 1を 検出 した。 11列

以東には僅かな遺物 を見たが遺構は検出され

なか った。 15。 16列 に深い黒土のおちこみが

あ り、調査 をすすめたが新 しい果樹園
の消毒

パ イプの埋め こみの溝であつた。 トレンチ

ー 8に 土黙 を検出 し、 -9、 -10に住居址の

壁面 と床面 を検出 し、拡張 して調査 し、弥生

後期住居址の全貌 をみることができた。 トレ

ンチー 1～ -7に は砂 の堆積 で、遺構 も遺物

も発見できなかつた。

3月 19日 には、道路公団名古屋支社の鈴木

調査役、県教委林指導主事が遺跡発掘状況 を

視察 した。

3月 21日 遺構の清掃 、写真、実測 をな し、

現場 における調査 を完了 した。調査面積 は、

72 nt、 18グ リッ トで住居址 3、 中世 火葬墓 14

基 と土紘 1を 検出 し、全面発掘の成果 を上げ

えた。

調査期間中を通 し3月 に しては異状 な天候

で連 日厳寒中の寒 さと吹雪 、強風になや ませ

られなが ら調査 を続行 したもので16日 の雨 に

1日 現場作業 を休 んだのみの苦難の調査 であ

った。

現場調査終了後、体 日な しに遺物整理 、製

図、報告書の作成 にとりかかる。
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古屋垣外の発掘風景

古屋垣外の遺構

日本道路公団鈴木調査役の視察
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Ⅲ

I住 居 址

(1) 1号住居址  h3グ リッ トの深 さ112-に 壁面 とカイ8"お らこむ床面 と  柱穴 1個 を・検出 し
たもので、遺物 は打石器 と弥弥生式土器片を床面で発見 している。Fl・ h2・ gl.2に つながる とみ

られ調査 を要す。規模か らみて中島式の住居址 と考 えちれる。 この住居LLに つなが るもの とみ

られ るV字構 (巾 6Cl"、 深 さ2Cl― )が f3に あ り、 この関連 を調査す るため g4・ h4・ 5の
調査 が必要 である。

(2)II号住居址  b3・ d3に 発見され たもので、この遺跡の最初の調査のため見分 けがつかず
人夫が床面 を切 りこんだ後に発見 した ものであ り、深さ65●●に床面があり d・ e3グ リ ノ・卜の

境 に壁 をもつ もの とみ られる。 boc・ dの 3列 boc・ dの 4列 、 e列の2.3.4に つなが る
とみ られ調査 を要す。遺物 は須恵器片 と縄文後期片 をみてお り、形態 からみて平安末の住居址

と考 えられる。

(3)皿 号住居址  C5に 東に向 くおちこみ とe5の 北西に向 くおちこみがあ り、 (こ れは人夫 に

よりΠ号住居址 と同 じに切 りこまれた後発見 した。)d7に 南西 に向 くおちこみがあ り、壁面 、
床面、柱穴が検出され住居址 を確認 したもので、遺物は良質 な青磁陶 片、灰釉陶器片、鉄滓の

出土 をみてお り、平安期の特別 な住居址 とも予想 される d3・ c6・ c7・ e4・ e6・ e7
の調査が必要 である。

(4)Ⅳ 号住居址  a9・ b9に 壁面 と床面 を検出 し、 C9に 深 さ90いの床面 を検出 している。遺
物 は弥生式 とみ られる土器片、鉄片 と鉄滓の出土 をみている。形態か らみて弥生後期の もの と

み られ るが遺物が少な く確認で きない。住居址 は完全に残 り、 b7の 北東隅 に壁面がわずかに

み られている。

a 7、  a8、  b8、  b10、  c 7、  c 8、  c10、  d 9、  d10を 調査 し住居址 を完全 に調査する

必要 がある。 a9グ リッ トのⅣ号住居址の北西には壁上 に浅 いおちこみ をもち柱穴 もみ られ、
縄文後期土器片、磨石の出土 をみ、縄文後期の住居址 を切 ってⅣ号住居址 が構築 されたとも考

えられ、 n9に は縄文後期土器の 4分の 1個体が検出されてお り、 a6、 a7、 a8、 m8、

m9、 n7、 n8の調査 も必要 である。
以上 4住居址は地層上の見分 も困難 なものであるが、その性格 も複雑であ り、これ を究明す

ることの意義 は重要である。

(5)V号 住居址  g19・ 119に 発見されたもので、 g19に はカマ ド (写 6)と みられ る石組 をも

ち、 119の 1ヒ東隅 にも石組 をもち遺物 は

須恵器片、灰釉陶器片が検出されてお り

平安期の住居址 とみ られる。 g18・ g19・

g20・ 118・ 120の調査の必要 がある。

(6)Ⅵ号住居址 (図 3)II調 査区の a・

b・ cの 4 5 6列 に位置 し、全面 を

発掘 したものである。東西3.5π 、南北

55"の 長方形隅丸の住居址で北壁にカ
マ ドをもつ主柱穴 4個 と支柱穴 3を もち

主 |卜穴は北壁 ざわに Pl・ P4の 2個 他の
2個 p2・ p3は 住居址の iユ lま中央 よりに西

さつみ遺跡 の遺構及 び遺物

さつみ 5号住居址 か ま ど (写 真 6)
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東壁 より 1"～ 1.5"の 距離 にある

変則的なものである。

遺物 は国分期 とみ られる土師器で

平安末の住居址 とみ られる。須恵器

灰釉陶器の出土はな く、遺物 は極め

て少 な く、おそらく移転 した後の住

居址 と考 えられる。本趾 を切 る土城

がみ られるが、今後の調査 にまちた

い。特 にカマ ドの南側 より紹聖元宝

が検出され、火葬墓の存在が予想さ

れる。

さつ み 6号住 居址(7)Ⅷ号住居址  Π調査区 d8・ e7

f8に発見された住居址 で、 f9の上層部の上 をはねプランを確 かめたもので、およそ東西4.5"、

南 1ヒ 4"の 大 きさとみ られる。遺物 は山茶わん片 を壁上 で検出 したのみであるが、平安末の住居址

と考 えられる d7・ d9。 e8・ e9。 f7・ f9の調査 を必要 とするものである。
2.土 拡 及び火葬墓

土壇 には桁円形の径 120"～ 180"× 70"～ 140"で 15● l■～30摯 の浅い掘 りこみ をもつ縄文後期か

弥生後期 とみ られるもの と、径 90"～ HOいの円形 または一辺が130"～ 140● j2の 方形の深い穴 を掘
りこんだ近世 土葬墓 とも考 えられるものがある。 この二つの性格 は構築方法 において全 く異なる様相

を示す ものである がいずれ も時代 を決定づける遺物 がみ られない。後者においては近世 土葬墓の場
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合、今までの例によると 人骨は形をなしており、寛永通室の六文銭やキセルを伴出しているが
何 も遺物をみないことはその性格を究明すべき問題点であり、再発掘する必要がある。
火葬墓 とみるものは径40"～ ∞"大の上紘 をもち、①土拡のみのもの ②土紘のまわりに石 をつ
める ③中に石 を置 く、またはたてる ④石 を並べるの 4形態がみられる。ELI内 に中世陶片をお
くものや古銭が入れられたものがあり炭が中に入れられているか火葬骨片、骨灰は検出されていな
い。 しかし形態からみて明らかに中世火葬墓である。

これらの土城、火葬墓が点在するものでなく、一つの群 をなして存在するものとみられる。 b、
a、 m、 n、 。列の 2-10列 にある 1群 =墳墓第 1群、。一 eの 11～ 19列 に存在する土葬墓 を主体
とする 1群 =墳墓第■群、 a～ fの 22列 より第Π調査区 4列に連がるとみられる中世火葬墳を主体
とした 1群 =墳墓第皿群、第Ⅱ調査区の全城にみられる土紘 を主とした墳墓第Ⅳ群 を上げることが
できる。

(1)墳墓第 1群

2. 3. 4号は火葬墓 とみるもので土拡のみのものであるが 2号 よりは美 しい緑色ををした青
磁系の陶器片が底部にはいっており、 3号 よりは古銭―腐触 して字の不明なものが入っていた。
n5の 5号は土拡力fは っきりしなかった力'大観通宝 1個力・検出され 05に つながるとみられる。
03よ りは大形のオロシ皿―古瀬戸焼

片が出土 し、 この北西側 に火葬墓の存在が予

想 される。 1号は上部 に焼土の塊 をもつ特殊
な土城 で遺物 は縄文後期土器片が検出 されて

いる。 6号土鉱 は 1部分の発掘 で今後の調査

を要す る。 IoΠ 号墳は径90いの整 った円形
で垂直に砂層 を67姉 と38いの深 さに掘 りこん

だ ものであり、墳墓第Π群 にはいると考 えら

れる。第 1群は中世 火葬墓 を主体 とす るもの

で、 この区域 での遺物 は良質 な中世陶片 と宋

銭であ り、中世 前半の火葬

墓 とみ られるもので、この

全域 を調査 し火葬墓群の性

格 を明 らかにすることは飯

伊地方の中世解明のために

も重要 なことである。

0)墳 墓第Ⅱ群
Ⅲ号～Ⅷ号の土葬墓 とみ

る方形の大 きな土拡 をもつ

Ⅳ・ V・ Ⅵ号 は方形Ⅲ・Ⅷ

VE lま F3形¬o50"-70-`り 深

さをもつV号の方形土城 は

砂層 より80"の 深 さをもち

垂直に掘 りこまれたもので

さつ み 6号住 居址 (図 3)

さ つ み 2号 火 葬 墓 (写真 8)

第  2 群  Ⅳ 号 (写真 9)
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方形の縦柑 をllllめ た とは考えられない もので底部 も浅 い舟底状 を呈す。円形の土鉱VE号は直径HO“

砂層に75ο"trt rこ
に掘 りこむ もので揃柑 をJFめ たと考えられるものであるが、 ともに遺物 がな く、土

葬穴 との推定 の範 pllを 出ない。

Ⅲ・ Ⅷ サは ・部分 を潟査 したのみであ り、また m、 n17列にみ られた上部 に列7fを もち下部 は長

さ3.5"、 :|,7∝"の細長いJl鉱状 をなす ものについては、砥石、中世陶片、縄文後期土器の出土 を

みてお り、おそらく畑の境に捨 てられた石の堆積 と思 られ るが性格 はわか らない。以上の ような観

点か ら未調 査 グリッ トの発掘 が望 まれる。

(3)墳墓第Ⅲ群

第 1調 査区の北東側か ら第 II調査区の南西側 につ なが る火葬墓 を主体 に したもので、 7基 の火葬

墓 と10、 11号上紘 が第 I調査区に発見されている。 9号 より皇宋元宝、28号 より成平元宝 と天聖元

宝が、また 6号住居址のカマ ド北西側 (お ちこみがみ られ る)よ りに紹聖元宝が検出されてお り、

16号 よりは良質の中世陶器片が底部 に入れ られていた。12号 (写10)に は土拡 の中心 に扁平 の石 を

不f碑状 に立ててあ り、火葬墓形態の特殊 な もの とみ られた。

の とみ られた。 この火葬墓群 は第 I群 と時代

的 には同 じとみ られ るが形態上 に立石 をもつ、

石 を並べ る、周囲 を石でつめ る。土拡のみの

ものの 4分類 をもつ 多様性 の もので火葬墓周

辺の未調査 グリッ トの発掘 は重要 な火葬墓究

明の課題 をもつ ものである。

に)墳 墓第Ⅳ群         _
第Ⅱ調査区の調査 グリッ トの大部分に発見

されてお り、 10基の土城 が検出されている。

その うちに完全に調査 された ものは 5基 で他

は 1部分 を現 わ したにす ぎない。21号 は砂層

下の深 さ145い に炭 を多く含む黒土層があ り、

砂層 を30の掘 りこんだ土城 であ り、遺物 は何

もな く時代は決 しかねるが、特殊 な形態 をも

つ ものである。 14号 よりは古銭 (字磨滅 )を

伴出 している。

「111広 形態 には整 った楕円形の もの、方形 に

,二 い もの もあ り、出土遺物 は古銭、中世陶 片

を出す もの、縄文後期土器片 をもつ ものがあ

り、 il砿 形態 と時間的 な差 を究明す る課題が

残 されてお り、調査末了の上城 を調査する必

要 がある。

3.  潟嘩

群  12号  (写真10)

第 Ⅳ群  14号

第 I調査区 f3に 東西に向 く60"の 中の溝があ り、 125、 i23(121に はみ られない ) 第 II調

査区 i-2、  i lに ,ILが り i3で 終わる:IJ 60●●の溝 と、 これに隣 りあうように k3に 111150∽ 、 深

さ15()。″の V溝がある。また第 I調査区 g23に 東西に向 きカープする V′ l:溝、121、  i23では大 V溝に

平行す る小溝が検 |!1さ れている。 こオしらの溝は部分的 にみ られる もので、水路 としては考えられな
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いもので周溝の性格をもつものと思われる。溝についても住居址 との関連において究明 したい。
4.遺   物

遺跡全面にわたり表層より縄文後期土器片、

ていたが、これからの土器片の多くは磨滅 し

ており、上段 にある湯渡遺跡 よりの流れこみ

とみられる。

表層下中に出土 した遺物は多くは中世陶片

黒旺石片が採集されており、後期の遺跡 と考えられ

で雑器類が多い。 (写真 12)中 には良質 を灰  '
釉 による淡緑色の壺、茶わんの類 もみ られる。

これ らの中に ましって青磁陶 片、灰釉陶片が

あ り、時代的 に平安末にさかのぼ る遺構の存

在 を示すものである。

組文後期の遺物 として注 目されるものに、

C9出 上の 4分あ 1個体分 (写 13)がある。
口唇部 は平で、口縁の下に四方 に頂点 をもつ

ゆるい山形状 に突帯 をもち、 これに深い圧痕

をめ ぐらすのみで他 は無文の深鉢である。

この期の石器 として分銅形石斧片 (写 14

の 8)力Fi 25よ り出土 している。
弥生式土器 では 1号住居址 、Ⅳ号住居址

より出土 した土器片が弥生後期の もの とみ

られ、 I号址 出土打石器 (写 14の 2)は 土
ずれの多い弥生式石器 とみ られる。打石器

類 は 8個 と少 ないが、 123出土の大形の鍬
形打石斧があ り  (写 14の 8)弥生式石

さつみ遺跡遺物 1 (写 真12)

さつ み遺 跡遺物 2(写真 13)

器の典型的な ものである。

写 14の 3は 01出 土の弥生
式の有肩扇状石器の 2分の

1を 欠 くもの である。

Ⅳ号住居址 出土の土師器

片は量的に少 ないが、国分

期の もの とみ られる。灰釉

陶片 も僅かにみ られてお り  '
V号住居址 よ り須恵器片が

検出 されてい る。

土器 、石器類は極めて少

な く、器形 をみ られるもの

は縄文後期の土器片のみで

ある。陶器片 は多 く、器形

のわ か るもの が 多い。

(写真11)

さつみ遺跡遺物 3出 土石器 (写真 14)
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写真 15の 1は a9出 土の磨石 とみ られるもの、
古銭は 7枚検出 されてお り次の ようである。

鋳造年代

藤平元宝     998年

天聖元宝    lo23年

皇宋元宝    lo39年

紹聖元宝    lo94年

大観通宝    1107年

不明 (磨減 )

出土土器片、石器 をまとめ ると下記の ようで

ある。

縄文式後期土器片100 晩期土器片 1

弥生式 (後期 )10

土師器片20・ 須恵器 片 2

灰釉陶 片10。 青磁陶 片 4

中世陶器片100内耳土器片20

山茶わん片 4

近世陶器片20

7F器・ I″ f斧 10、 磨 7「 1、 砥 7f3、  不明 7f器 2

5_さ つみ遺跡の考察
さつみ遺跡の発掘調査 は部分調査 により、

住居址 は 1部分 を調査 したのみにす ぎない も
ので 7住居址 中、 6号址のみがプラ

ンを知 ることがで きたものである。

このため再調査 によ り、その全貌 を

把握すべ きで、このため少 な くとも

30グ リッ トの調査 を必要 とす る。

土紘 、火葬 暮について も同様 なこ

とがいえるもので、特 に上肱 の性格 、

火葬 墓とJl葬穴の時間的 な究明、分

布の状態 を知 るために67グ リッ トの

発掘調査を要するもので、第 1群 25

グリッ ト、第 II群 では 7、 第 III群で

は21、 第Ⅳ群Ⅳ群 で14の グリッ トは

調査することが課題 である。

2は m17 3は c5出 土で不明の石器である。
(写真 17)

出 土 地 点

Π f-2 28号 火葬墓の周辺

C23 9号 火葬幕
Π a4 火葬墓 とみ られるが未調査
n 5  5fチ 火孝撃墓

o 7  3f計 火葬墓

n Cll 14号 」J広上部

●

さ つ み。it物 4('メ真 15)

（
ヾ
区

）

区

艘

継

二

、

か
、

・
墨

燿

太

卿

嶼

拒

- 1()一

さ つ み。遺 物 5(写 真16)



Ⅳ

住 居 址

(1)1号 住居tL(図 5)

れ調査不能 となった。

南東隅壁上 はナ シの植

穴のために破壊 され、

遺物は b6グ リッ トに

混 って出土 をみた。住

居址のプランは東西

3.5"の隅九方形の も

ので砂層に20"30●lE

掘 りこむ竪穴住居址 で

ある。柱穴は南北隅の

壁について 1個 、南壁

より40"離 れた西壁 に

1個 力̀あ り、 4個 の主

柱穴 をもつ住居址 とみ

られ、壁に密着 した所

古屋垣 外遺跡遺構 及び遺物

1.

35グ リットを中心に発見されたもので、北半分は道路予定線をはず

に柱穴 をもつ ことは狭い住居址 を最大限

に利用す るための構築方法 として注 目さ

れる。西柱穴に隣 りあって壁 に密着す る

120"×40"の細長 い貯蔵穴があ り、深 さ

10"～ 15"の ものである。

遺物 は座光寺原式の鉢型土器片 と中島

式壺形土器の頸部片に欠山式の カメ形片

があ り、打製石庖丁 1を 検出 しているが

遺物は少ない。座光寺原式 を伴出 してい

るが、 1号址の時期 は弥生終末の もの と

考えるべ きものである。

(2)2号 住居址 (図 6) a3、 b3に 中心 をお くもので地表 より黒上層の70～ 80●In下 に氾濫堆積

の砂層があ り、この砂層に シル ト状の土 で壁がかため られたの を検出 し、これに沿 って掘 りすすめ

て発見 した住居址 である。砂層の下 に厚 さ 5昴 ほ どの黒土層があ り、この下 に床 miがある。プラン

は、東西3.8"、 南北3.4"の 隅丸方形で壁高20"の竪穴住居址 である。主柱穴 4個 で南東隅の壁に

ついて斜めに南西 に向 く支柱穴 1がある。炉址 は住居址 の北側 3分の 1の 中央部に深 さ 5"の 浅い

掘 りこみ をもつ50"× 40"の構円形の ものであった。遺物 は僅かな中 Iル式 と欠山式の土器片 を検出

したのみであるが、弥生終末の住居址 と決定づ けたものである。

R

(3) 3号 1七居 t止   (図 7)

トレンチの最西端 にあり

黒土層を15"掘 りこんだ竪

穴住居址でプランは東西 4

"、 南北
37"隅 丸方形、主

柱穴は 4個 、北束の柱穴は

壁上にあり、南西の柱穴は

支柱穴 をもっている。南壁

l11に は長さ 2"、 中20～ 30

oπ 、深 さ 7●7Eの 周溝 をもつ。

炉址は中央 より南によっ

て50∽ ×37のの楕円形の深

さ15いの凹をもつ、炉内は

多くの炭灰があ り、この中

か ら欠山式の カメの日縁部

片が出土 している。炉址の

東傾1に 75-× 50"の 楕円形

の深 さ10の の凹があり、炉

l■であった ものが使用 され

ずにあった ものか、または

容器 を置 くための もの とも

考えられるものであった。

貯蔵穴は南東隅 に深 さ16

●771、 65‐ ×48酔 の楕円形の

もの と西litの 中央部に75∽

×35銅、深 さ22●171の 袴円形

の ものが二個 ある。遺物は

少な く中島式の壷形、カメ

形の土器片に欠山式土器片

ヽ
い
―
―
札
ノ

垣 外 居 址 (図 6)

を伴出 している。弥生終末の住居址 である。

土拡、1■居址の北 110い に125∽ ×90"の 深 さ20いの土鯨がある。高森町 ナl夜
ヽ
|:遺 跡における例に

もこれと同 じ形態の ものが 4住居llに み られている。 しか しこの性格 については把握するす る段階

にいたっていない。

3住居址 とも規模 は小さ く、遺物 も極めて少ない。弥生終末期住居址発掘調イ[例 では、飯〔日市駄

科安宅遺跡、高森町 月夜平遺跡があるが、住居址の規模 は小 さ く、遺物 も安宅遺跡 C l ttl■ を除 き

少ないことが特徴である。今次 調査 によって特 に山麓、または山麓に近い遺跡 においては顕若であ

ることがは つきりした。 この ことは弥生終末期におけ る飯伊地方の問題点 として今後究明す
べ き課

題 といえよう。

古屋■1外  1号 住居址  (図 5)

古屋垣外  1号 住居址 (写真17)

古屋lu外 2号住居址 (写真 18)
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古 屋 垣 外 3号住 居址 及 び
+確 (図 7)

OR

た

ヽ

１

―
や

一

一

疑
賓

籐

一

2.墳 墓群遺構 (図 8)

墳墓群遺構 は C2、 c5、

d3～ d7の 各 グリッ トよ

り発見された ものである。

それ らはきわめて狭い範囲

内に集中 して存在 していた。

またいずれの墳墓 も黒色土

層最下部 より土紘状 をなす

もの と、準大の 自然角礫 を

雑然 と配置す る配石状態 を

示す ものの二種がある。 1

号 よ り 8号及び1時墳墓 は、

発見当初 より円形 を有す る

配石状態 を示す ものであつ

たが、特 に 4号 、 5号、 8

号付近においてはその配石

状態 はきわめて雑然 とした

ものであつた。 これ らの墳

墓群 :ま 、 :ユ ぼ南西 よ リヨヒ東

に直線的に存在 してお り、

その大 きさも長径 50-、 短

径40～ 30-を 算す るもので

あ り、 深さも:ユ は20-前後

と同様 な規模 を示す もので

ある。
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古 屋 垣 外 3号 住 居 址 (写真 19)
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1号墓 は、褐色砂層上面

に自然石 8個 をもって円形

に配 されていたものであ り、

きわめて小形 なものである。

また配石下部 には掘 り込み

もな く、自然石 を配置 した

のみであった。 2号墳墓 も

1号墳墓同様褐色砂層上画

に構築 されたものである。

3号墳墓 より4-8号 、

10号の各墳墓 は、褐色砂 層

をわすかに掘 り込みの周辺

部 に自然石 を配置するもの

の二種 が存在す る。かかる墳墓 はいずれ も内

部底面 より10∽ほ どまでは暗黒色の土が存在

し、それ より上部 は墳墓掘 り込み周辺 まで を

拳大の石で円部 をぎつしりつめその上部 にや

や大 きな石数個 をもって蓋状 に置いてある。

さらにその上部 を拳大の石でマ ウン ド状 に若

千積み上 げて墳基 を構築 した もの と考 えられ

る。その中にあって 9号、10号墳墓 は発見当

初 より、特 に北側 に多 くの自然石 を配置 し円

形の掘 り込みが認め られるものであったが、

北側のみ底面近 くまで壁面 に拳大の石 を嵌 込

む ものであった。 またこれ らの墳墓群 に対 し

11号 12号墳墓 は黒色土層最下部 より白色砂層

まで掘込む土鉱状 をな し、自然石 などをもっ

て構築 した ものではない。ただ11号墳墓のみ

底面近 くの壁面 に 2個の 自然石が嵌込 まれて

お り、その周辺 より中世陶器が出土 している。

この 2つ の墳基 は相接 しているものであ り、

11号は12号墳基 に よって切 られたものである。

これ らの墳墓群 の中で、自然石 を用 い構築

した ものは、その形態、構築方法な どより飯

田市山本竹佐 において調査 された大塚 火葬墓

群 と同種のものである。また出土遺物の中に中世陶器類や砥石などから認められ
る事実から、中世

における火葬墳墓の一形式と考えられるものである。またこの種の遺構は、中野市安源寺遺跡
にお

いても調査されているものであり、中世における墳墓構築状態を明瞭に示すものである。ま
たこれ

ら墳墓群の有する性格からも中世仏教思想の一様相を知る手がかりにもなる。   .
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本調査における墳墓群は、きわめてかぎられた範囲内 |こ集中 して
いる点、この墳墓は中世 におけ

る一家族的集団の墳墓 として考えられを′のである。なお11号・12号墳墓はたがいに切合い関係 に

あるが、時期的には同 じであ り11号 と12号墳

墓の間には、わずかな時間的差 が存在す るも

の と思われ る。

13号は最後に発見されたもので、 ともに土拡

壁 を石で囲む ものであ り、14号は浅 い土 lrAを

掘 り石 を並べたものである。

出土遺物 は中世陶器類が墳墓群周辺部 より

比較的 多 く認め られてぃる。 5号土拡 底 より

天 目茶わん片、 7号土拡底部 には古瀬戸焼茶

わん片、11号の中からはカメの大破片が 4片

重 なって出土 している。その他の副葬品は発

見 されなかった。 なお墳墓群形態 をみ ると、 火 葬 墓 14号  (写真24)

①円形に石 を積み重ね土拡 をもたないもの。②拡壁を石でかこむもの。③石 を並べるもの。④土紘

のみのものの 4形態に分類される。なおグリットb9及 び b10に かけて直線的に自然角礫を配 した

長さ 3昴 巾30-ほ どの配石遺構が発見されたが、これは黒土中に存在するものであり、その配石状

態 もきわめて雑然 としたものである。また 2号住居址上部の黒土中にもこれと近似 したものが存在

し、これを延長すると直線的につづ く可能性がある。またその周辺部及び配石内部から1ま 、近世陶

古 屋 垣 外 b 9 ”

′
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ン賭蟄拶
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古 垣 垣 外 火 葬 墓 群 (写真 21)

火 葬 墓 9号 ・ 10号 (写真22)

火 葬 墓 11号 ・ 12号
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器類 にましり中世陶器類の他弥生式土器 (高杯脚部 ) などが伴出 して
いる関係上 これは後世

の もの と考 えられる。

以上墳墓群について説明 してきたが、その形態などより中世 火葬墓群
として考えられるも

のであり、大塚火葬墓群、安源寺火葬墓群 などの例か らも中世 に
おける火葬墓  の一列 とし

て注 目されるものである。

3.遺  物

(1)弥生式住居址出士遺物 (図 10・ H)

1号住居址 (1～ 4, 8～ 10) 1は 甕形土器で、口縁部 はゆるいカープで外反 し、

胴部 は張 るもの とみ られる。頸部 に波状文 を、胴部
にかけて平行斜走短線文が施 されてお り

座光寺原式(■ の特徴 をもつ ものである。 2は壺形土器の回縁部 で朝顔花形
の開いた口縁 をも

ち、胴部 は球状 になる安宅遺跡 C区
。1号址出土の欠山式の大形壺 0)と 同形 になると思われ

るものである。 3は底部 で底か らの立上が りが一旦は内側
へ もどり外反 して胴部へ続 く中島

式 (3 にみられるものである。 8は 底部 に接す る部分、 9は 胴部片で とも
に櫛状器具 による

細 い条痕が施 された欠山式甕形土器
にみ られるものである。10は 4分 の 1の 同心円孤文 で、

中島式壺形土器 にみ られるものである。無文
あ口縁部の小破 片が一片ある。 この回唇部 には

浅い刻み文がかすかに残っているものである。恭形様式
は不明である。この他、ヘラ削り調

整 をもつ中島式にみ られ る土器片数点がみ られる。

石器は 4の 打製石庖丁 1個 のみである。背面 に自然面 をもつ粗雑 な作 りで、重量
459、 刃

部角 30° 、硬砂岩製の ものである。

2号住居址 (5。 11) 5は 2と 同様の欠山式壺形土器 にみ られる口縁部 である。11は 中

島式の甕にみ られる平行短線文 を施 した胴肩部片
である。

3号住居址 (6・ 7 12-15)  6は 炉址の中か ら検出されたもので、 S字 口縁 をもち

器壁の極めて薄 い良質 な胎土で焼成は堅
い。櫛状工具 による細 い条線が胴部 に斜に施 されて

いる。月同部はおそらく球状になるも

の とみられ台付甕になると思われ

る。 7は Jfr汗多の底部で糸田い条線が

斜めにり|か れている。12は i姜形土

器の頸部で横走文が施 された もの

で、座光寺原式にみ られる横走文

の下 に波状文が施 され るもの とみ

られる。13・ 14は 中島式の甕形に

み られる波状文が施 されたもので

ある。 15は 6の 胴部 とみ られ る。

この他、無文のヘラ削 りの調整痕

を残す甕形の焼成の良い小破片数

点が検出されている。

3住居址 ともに出土遺物 は極め

て少なく、主体 となる土器 は中島

式 と欠山式であるが、これに伴 っ

て座光寺原式の土器が出土 してお

り、この点 は今迄の飯伊地方の弥

生終末期の住居址出土遺物例 とは

異なるものである。 まな石器 は石

庖丁 1個 のみの出土で、これ も極

めて特異な例 といえる。

(2)中世陶器片

火葬墓群 より出土 したもので、

5号火葬墓 よりは良質な天 目茶椀

鰤 lμ

古 屋 垣 外 出 土 遺 物 H

0            5Cm

(図 11)

が、 7号 火葬墓 では美 しい灰釉薬の古瀬戸茶椀の胴部 片が、11号火葬墓 より同一器形
の鉢の大形破

片 7片 が出土 している。この鉢 も美 しい黄土色の灰釉 である。火葬墓の石積みの中よりは天 目茶
わ

ん片、壺の破片等約 20点が検出されているがいずれも良質な ものである。

(3)そ の他

不明の列石中より近世陶片が多 く出土 してお り、これにま しって中世 ともみ られる雑器類 も検出

されている。 12号火葬墓 より砥石 1個 が出土 し、列石 中より砥石 3個が検出されている。

注 1。 今村善興   飯田市座半寺原遺跡 長野県考古学会誌第 4号

2.佐 藤甦信  安宅遺跡 C区    安宅 。大島

3.宮 沢1亘之   飯田市中島遺跡    長野県考古学会誌 第 4号

1967年

1969年

1967年

堕  
“

m

3` 0
古 屋 垣 外 出 土遺 物 I(図■0)

-18-    ′ 19-



4.考   察

今次調査区域 は遺跡の南端部のご く限 られた 1部の発掘調査であったが全面発掘 により

期の住居址 3の 調査 と中世 火葬墓群の全貌 を把握 できた意義 は大 きい。

弥生住居址群 が調査区の北側の果樹国に拡が ることが予想 された。

弥生終末期における住居址が他の遺跡の発掘調査例 と対比 して飯伊地方におけるこの時

をつかむ手がか りを得た。

中世 火葬墓群 についての構築方式について円形 に石組 をもつ例 が明 らかになった。 ま
副葬がな く、良質な陶器片 を埋葬 に用いたことに対 し、山本大塚火葬墓群 との対比におい

的 または埋葬者の身分差 を考えてみ る手がか りとなった。

お  わ  り  に

長野県内の中央高速 自動車道の コースが決定 され一部 ではいよいよ工事 に入 ることにな

しか し、この コースには埋蔵文化財が多 く存在することは分布調査 で明 らかになっていぅ

日本道路公団 と長野県教育委員会の間に しば しば協議 が もたれた。その結果 、昭和 45年飯 [

飯田さつみ遺跡 と古屋垣外遺跡については記録保存す ることにな り、長野県中央道遺跡調 ]

設立 され、調査会が 日本道路公団名古屋支社の依頼 をうけて発掘調査 を行 なうことになっブ

遺跡調査会は主 として地方の考古学研究者 を調査員に委嘱 し3月 4日 より 3月 31日 ま‐

急に発掘調査 を行 なった。

さつみ遺跡については部分発掘 をな し、遺構の存在が明 らかになった場合 には再契約 し
―

す るきまりであったので、今回の発掘 では遺跡の全貌は明 らかにされ得 なかったが、住居土

中世の墳墓群 4を 発見 した。

古屋垣外遺跡 では全面発掘 を行 ない弥生後期の住居址 3と 中世 火葬墓 14基 を発見 し、下t
飯田地方の中世墳墓の形態 を明 らかに し、それが北信のそれ と共通点 をあることを明 らか |

たことは大 きい収穫 であった。

ただ し、 3月 とはいえ異状天候の厳寒 と連 日の吹風 と強風の中で行 なわれたが、発掘調型
たって、遺跡調査会の協力 と発掘調査員の努力 と調査 に加わ った飯田高校考古 クラブなどσ

の奮斗 により、期間内に発掘調査の完了 し得 たことはあ りがたいことであった。

現場調査 から整理 、報告書の作成 にと、期 日に限定があ り、無理 な仕事 を強行 したが、プ

成果 と今後の見 とお しをもったことはよろこびにたえない。
この報告 書の執筆 は大沢和夫、佐藤甦信、遮那藤麻呂があたった。

さ つ み ・ 古 屋 垣 外

中央道埋蔵 。文化財発掘調査報告書
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